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　５月９日、１０日の両日、暘谷城趾周辺で「第２４回城下か
れい祭り」が開催されました。
　写真は、大人気の「城下かれいミニ懐石賞味会」。
　　刺身をほお張る女の子。「おいしい！」

「城下かれいミニ懐石賞味会」



　５月９日、１０日の両日、暘谷城趾周辺
で第２４回城下かれい祭りが開催されま
した。天候にも恵まれ県内外からおよそ５
３，０００人の方が来場しました。
　大人気の「城下かれいミニ懐石賞味会」
は、２日間で１，１００食を完売。別府湾
クルージングや花火大会、ステージでの催
し、文化財体験など多くの方が楽しみまし
た。

フォトアルバム　第２４回城下かれい祭り

元気に育つことを願い、２千匹のかれいの稚魚
を放流

もちまきには、たくさんの人だかり。
豊岡保育園の園児と消防団員が一生懸命もちつ
きをしました

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

い
よ
い
よ
祭
り
の
ス
タ
ー
ト

城
下
か
れ
い
を
真
近
に

「
か
わ
い
い
ね
！
」



ヘリコプターで町内を遊覧

的山荘の庭でお茶を一服

ヨーヨーすくい　「ほらーとれたよー！」

「別府湾クルージング」
暘谷城趾をバックに記念撮影

写真①祭りには馬も参加。
写真②まが玉作りを体験。　「きれいにできました」
写真③ 火おこし体験。火がつくと「ワーっ」と歓声が

あがりました。
写真④豊岡保育園の園児によるもちつき。

①

②

③

④



●
対
象
と
な
る
方

　

町
県
民
税
の
納
税
義
務
者
の
う
ち
４

月
１
日
現
在
に
お
い
て
、公
的
年
金
等

の
支
給
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の

方
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
特
別
徴
収
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○ 

公
的
年
金
等
の
年
額
が
18
万
円
未

満
の
場
合
。

○ 

特
別
徴
収
税
額
（
町
県
民
税
、
国
民

健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
の
合
計
）

が
公
的
年
金
等
の
給
付
額
を
超
え
る

場
合
。

●
対
象
と
な
る
税
額

　

公
的
年
金
等
の
所
得
に
係
る
町
県
民

税
の
所
得
割
額
お
よ
び
均
等
割
額
。

　

た
だ
し
、
公
的
年
金
等
以
外
の
所
得

が
あ
る
場
合
、
そ
の
所
得
に
係
る
税
額

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
普
通

徴
収
に
よ
り
納
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
給
与
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て

い
る
方
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
特
別
徴

収
の
方
法
に
よ
り
納
付
し
ま
す
。
こ
の

場
合
も
公
的
年
金
等
の
所
得
に
係
る
税

額
に
つ
い
て
は
、
年
金
か
ら
特
別
徴
収

さ
れ
ま
す
。

●
徴
収
方
法

　

特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
年
度
と
そ
の
翌
年
度
以

降
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
年
税
額
と
は
、
公
的
年
金

等
の
所
得
の
み
に
課
税
さ
れ
る
税
額
を
い
い
、
そ
の

他
の
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
所
得
に
対
す
る

税
額
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
方
法
で
納
め
ま
す
。

　

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で
、
こ
れ
ま
で
普
通
徴
収

（
納
付
書
や
口
座
振
替
）
で
納
め
て
い
た
町
県
民
税
の
う
ち
、
公
的

年
金
等
の
所
得
に
対
す
る
税
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
障
害
者
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
の
非
課
税
年
金
か
ら

天
引
き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
21
年
10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら

公
的
年
金
等
に
対
す
る
町
県
民
税
を
天
引
き
す
る

特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

新
た
な
負
担
を
伴
う
改
正
で
は
あ
り
ま
せ
ん

特別徴収を開始する年度の徴収方法
（例：年税額が６万円の場合）

期 別 上半期（普通徴収） 下半期（特別徴収）（本徴収）

年金支給月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月

徴 収 税 額

年税額の
１/４　

年税額の
１/４　

年税額の
１/６　

年税額の
１/６　

年税額の
１/６　

年税額の１/２ 年税額の１/２

15,000 円 15,000 円 10,000 円 10,000 円 10,000 円

・上半期の６月・８月は年税額の１/４ずつを普通徴収により納付。
・下半期の１０月・１２月・２月は年税額の１/６ずつを特別徴収により納付。

特別徴収が開始された翌年度以降の徴収方法
（例：年税額が前年度６万円、当該年度９万円の場合）

期 別 上半期（特別徴収）（仮徴収） 下半期（特別徴収）（本徴収）

年金支給月 ４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月

徴 収 税 額
前年度の２月と同額 年税額から仮徴収した額を控除した１/３

10,000 円 10,000 円 10,000 円 20,000 円 20,000 円 20,000 円

・上半期の税額は、前年度の２月の税額と同額。
・下半期の税額は、年税額から上半期に徴収した額を差し引いた額の１/３ずつ。

問合先　税務課住民税係　☎73-3123



区　名 氏　名 区　名 氏　名 区　名 氏　名

南
端
地
区

目刈 吉 野 浩 司

日
出
地
区

南浜 石 和 正 吉

川
崎
地
区

平原 阿 部 幸 義

高平 是 永 久 美 北浜 川 野 武 城 東小深江 笠 置 逸 男

薄尾 大 原 利 明 若宮 大 西 國 弘 西小深江 佐 野 詔 彦

今畑 糸 長 正 義 下町 長 野 元 紀 内野 手 嶋 玉 夫

柏川 田 住 常 夫 本町 德 永 尚 正 青津山 田 坂 秀 年

豊
岡
地
区

太田 吉 良　 權 中央 堤 公

大
神
地
区

北大神 小 石 清 美

是城 廣瀬紀久夫 八日市 沼 田 辰 治 南大神 利 光 忠 義

長野 今 村 昭 治 西八日市 目 代 憲 夫 後村 辻 本 正 雄

法花寺 阿 南 晴 久 佐尾 三重野　博 中村 堀　 伸 幸

上の原 亀 井　 覚 上仁王 酒 井 孝 光 中央 工 藤 正 勝

宮の下 許 山 紘 一 東仁王 淺 野 三 郎 三尺山 菅　 博 孝

中のニ 新 川 年 洋 堀 浅 田 典 雄 上深江 菅　 記 昭

中の三 一 宮 敬 司 内堀 小 田 和 彦 高尾 河 野 和 成

影の木 中 島　 清 日出団地 小 宮 政 人 日比の浦 藤 川　 律

西の一 角 田　 武

藤
原
地
区

東部 鶴 田 正 昭 港 岩 尾 龍 二

西のニ 亀 井　 進 南部 幸　 隆 信 牧の内 香 野 武 道

西の三 本 田 哲 明 西部 吉 野 光 政 軒の井 平 田 光 昭

西 江藤晟太郎 中部 利光泰一郎 原山 垣 迫 和 義

新町 尾倉俊一郎 一北 原 野 健 吉 片原津 工 藤 敏 明

仲町 安 部 恭 三 赤松 工 藤 成 喜 照  川 河 野 久 男

本町 土 井　 功 自然郷 工 藤 正 光 真那井 八 坂　 壮

小浦 安 部 芳 徳

川
崎
地
区

 宗行 竹 友 哲 夫 八代 宇都宮善三

影平 松本喜久男  則次 竹 光 安 美 小出原 水 浦 節 子

辻間団地東 池 田 英 生  辻の尾 河 村 公 司

辻間団地西 中 野 成 男  成行 安 部 順 治

辻間団地南 河 村 庄 一  千騎 廣 瀬 幸 太

辻間団地北 安 藤　 覺  大峯 竹光八洲男

平成２１年度区長会総会

日出町の発展に尽力したい

　４月２８日、役場で日出町区長会総会が開催

されました。

　総会では役員改選が行われ、新たに町区長会

長に工藤正勝さん（大神中央）が就任し、「微力

ではありますが、日出町の発展、区長会の発展

のために尽力したい」とあいさつしました。

　総会終了後、退任区長感謝状贈呈式が行われ、

退任された１２人の区長を代表して、尾下君秀

さん（藤原西部）と土田和則さん（豊岡太田）

に感謝状が贈られました。

区長会総会の様子

　平成２１年５月１日をもっ
て、藤原の沼津区と清水区は、
赤松区に編入しました。

平成２１年度区長名簿



住　

所　

   

出
生
児　
　

性
別 

保
護
者

【
豊
岡
】

中
の
三 

髙
岡　

大だ

い

き輝 

男 

真
助

辻
間
団
地
東 

三
浦
さ
く
ら 

女 

正
臣

辻
間
団
地
東 

實
﨑　

巧た
く
ま真 

男 

誠
司

辻
間
団
地
北 

馬
場　

桜さ
く
ら愛 

女 

稔

【
日
出
】

本　

町 

渡
邉　

昊こ
う 

男 

一
峰

八
日
市 

眞
砂　

有ゆ
う
し志 

男 

英
明

八
日
市 

藤
井　

真ま

お桜 

女 

真

佐　

尾 

甲
斐　

夕ゆ
う
せ
い聖 

男 

光
晴

上
仁
王 

赤
野　

結ゆ

い唯 

女 

公
彦

内　

堀 

立
𦚰　

智と
も
き樹 

男 

清
治

【
藤
原
】

南　

部 

大
谷　

優ゆ

め芽 

女 

俊
一

一　

北 

桂
木　

優ゆ
う
せ
い成 

男 

謙
治

赤　

松 

矢
野　

叶か
の
ん望 

女 

英
二

【
川
崎
】

西
小
深
江 

原　
　

詩し
お
ん音 

男 

俊
彦

内　

野 

後
藤　

愛あ
い
な奈 

女 

洋
介

内　

野 

工
藤　

翔し
ょ
う
た太 

男 

隆
之

【
大
神
】

後　

村 

辻
本　

奈な

む夢 

女 

伸
一

三
尺
山 

平
本　

一か
ず
ま真 

男 

耕
一

日
比
の
浦 

豊
田
莉り

り

か

々
華 

女 

晃

お
誕
生おめ

で
と
う

お
誕
生おめ

で
と
う
(4 月受付分）
（敬称略）

木造住宅の無料耐震診断
地震に対する強さを調べます 都市建設課建築係　☎７３－３１７２

　

住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断
を
無

料
で
行
い
ま
す
。

　

簡
易
耐
震
診
断
と
は
、正
式
な

耐
震
診
断
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

住
宅
の
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

地
震
に
対
す
る
強
さ
や
弱
さ
が

あ
る
の
か
を
調
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
診
断
の
結
果
が
悪
い
場

合
は
、正
式
な
耐
震
診
断
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

● 

対
象　

昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造

一
戸
建
住
宅
。（
併
用
住
宅
で
、

住
宅
部
分
の
面
積
が
２
分
の

１
以
上
の
も
の
を
含
む
）

● 

時
期　

８
月
17
日
（
月
）
〜

21
日
（
金
）

＊ 

詳
細
な
日
時
に
つ
い
て
は
、相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
戸
数　

３
戸

●
申
込
締
切　

７
月
10
日（
金
）

● 

内
容　

診
断
に
は
町
職
員
等

が
自
宅
に
出
向
き
、１
時
間
程

度
で
診
断
を
行
い
ま
す
。

　

 

自
宅
の
図
面
が
あ
れ
ば
、用
意

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

事業所の皆さまへ統計調査に
ご協力をお願いします

平成２１年経済センサス　
総務課広報広聴係　　　   ☎７３－３１５０

お忘れなく！

児童手当現況届

　児童手当を受給している方は、毎年６月

中に「児童手当現況届」を提出しなければ

いけません。

　受給者には、５月末に通知しています。

　この届出は、児童手当を引き続き受給す

る要件があるかどうか確認するための大切

な手続きです。

　現況届の提出をしない場合は、翌月から

の児童手当の支給ができなくなります。

●児童手当の振込み日　
　６月１２日（金）

　 今回の支払いは２月分～５月分の手当て

となります。

●問合先　
　福祉対策課　子育て支援係

　☎７３－３１２１

　

７
月
１
日
を
調
査
日
と
し

て
、平
成
21
年
経
済
セ
ン
サ
ス

が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、国
内
の
全
事

業
所
を
対
象
と
し
て
、そ
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、各
行
政
施

策
の
企
画
・
立
案
の
た
め
の
重

要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、お
答
え
い
た
だ
い
た

調
査
票
の
内
容
は
、法
律
で
厳

重
に
保
護
さ
れ
て
お
り
、統
計

以
外
の
目
的
で
使
用
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬

に
か
け
て
、統
計
調
査
員
が
調

査
票
の
配
布
・
回
収
に
伺
い
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、調
査
員
は
大
分
県
の

発
行
し
た
調
査
員
証（
顔
写
真

入
）を
携
帯
し
て
い
ま
す
。不

審
に
思
わ
れ
た
方
は
、調
査
員

に
調
査
員
証
の
提
示
を
求
め

る
か
、問
合
先
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。



【町営仁王住宅１戸（１階）】 

●ところ　日出町９７０番地
●構造　中層耐火構造
●家賃　１８，６００円～２７，７００円
●駐車場　１台のみ無料
＊浴槽・ボイラー完備。下水道設備有。

【町営青津山住宅１戸】

●ところ　川崎４９８４番地
●構造　簡易耐火構造２階建
●家賃　１０，５００円～１５，７００円
●駐車場　１台のみ無料
＊浴槽・ボイラーは入居者負担。トイレは汲取式

●募集期間　６月１日（月）～３０日（火）
●抽選日　７月１０日（金）１０時～
　　　　　　役場３階３３２会議室

●応募資格　次の全てに該当する方

●問合先　都市建設課管理係　☎７３－３１７２

住　

所　

      

死
亡
者　
　
　

行
年

【
豊
岡
】

中
の
二 

一
宮
フ
サ
子 

95

辻
間
団
地
南 

大
塚　

敏
男 

87

【
日
出
】

南　

浜 

梶
原
イ
ク
子 

67

南　

浜 

梶
原
キ
リ
ノ 

98

下　

町 

山
本
フ
ジ
ヱ 

93

下　

町 

山
本　

恒
一 

86

中　

央 

大
井　

治
美 

89

中　

央 

和
泉　

潤 

88

八
日
市 

西
村　

玲
子 

76

佐　

尾 

宮
村　

誠
一 

83

【
藤
原
】

南　

部 

小
野　

久 

73

赤　

松 

岩
尾　

元
春 

77

【
川
崎
】

宗　

行 

青
木　

久 

96

成　

行 

小
門　

し
づ 

89

【
大
神
】

南
大
神 

利
光
チ
ザ
子 

73

　

港 

小
石　

和
一 

79

軒
の
井 

佐
藤　

浩
信 

49

原　

山 

近
藤　

廣
美 

83

真
那
井 

八
坂　

ヱ
キ 

91
（4月受付分）
（敬称略）

　

役
場
で
は
地
域
の
皆

さ
ん
と
行
政
の
相
互
理

解
を
深
め
、皆
さ
ん
の
声

を
町
政
に
反
映
さ
せ
、今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
役

立
て
る
た
め「
移
動
町
長

室
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

町
長
自
身
が
出
向
い

て
、各
団
体
、グ
ル
ー
プ

な
ど
の
皆
さ
ん
と
ひ
ざ

を
つ
き
合
わ
せ
て
意
見

交
換
を
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
内
容

　

皆
さ
ん
が
普
段
考
え
て
い
る
こ
と
、思

っ
て
い
る
こ
と
を
自
由
に
町
長
と
お
話

く
だ
さ
い
。

①　

５
人
以
上
の
集
ま
り
が
対
象
。

②　

 

対
話
時
間
は
１
時
間
か
ら
１
時
間

30
分
程
度
。

③　

 

主
催
者
の
希
望
会
場
に
お
伺
い
し

ま
す
。

町長と気軽に意見交換し
ませんか

総務課広報広聴係　☎７３－３１５０

●
申
込
方
法

　

 

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
希
望
の
日
時
、場
所

等
を
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

町
長
の
日
程
を
調
整
の
う
え
、開
催
日

時
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ　

72
‐
７
２
９
４

町営住宅入居者募集

⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

住
宅
に
困
っ
て
い
る

こ
と
。

独
立
し
て
成
形
を
営

ん
で
い
る
こ
と
。

入
居
者
名
義
の
持
ち

家
が
な
い
こ
と
。

税
金
の
滞
納
が
な
い

こ
と
。

入
居
者
の
合
計
所
得
が

年
額
１
８
９
万
６
千
円

以
下
で
あ
る
こ
と
。

県
内
に
住
所
を
有
す

る
、
又
は
勤
務
先
が

県
内
に
あ
る
こ
と
。



hiji report hiji report hiji report

退
職
後
は
、
別
府
商
工
会
議

所
の
専
務
理
事
な
ど
も
務
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
身
の
回
り
の
こ

と
は
全
て
自
分
で
で
き
る
ほ

ど
元
気
だ
が
、
99
歳
に
な
り

少
し
体
に
不
安
を
感
じ
、
昨

年
か
ら
老
人
福
祉
施
設
「
ラ

イ
フ
ホ
ー
ム
ま
な
い
」
に
入

所
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
一
時
帰
宅
し
、

家
族
と
長
寿
の
お
祝
い
を
し

ま
し
た
。

　

「
若
い
頃
か
ら
健
康
に
気

を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の

お
か
げ
で
長
生
き
で
き
て
い

る
の
で
し
ょ
う
」
と
話
す
後

藤
さ
ん
。
１
０
０
歳
に
な
っ

た
感
想
を
「
な
が
ら
へ
て
百

　

後
藤
千
代
男
さ
ん
（
高
尾
）
が
５
月
５

日
、
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
長
寿

を
祝
お
う
と
同
日
、
工
藤
町
長
が
後
藤
さ

ん
宅
を
訪
問
し
祝
い
状
と
記
念
品
を
贈
り

ま
し
た
。

　

後
藤
さ
ん
は
、
豊
後
大
野
市
大
野
町
の

出
身
。
大
分
県
警
に
勤
務
し
、
大
分
警
察

署
長
（
現
大
分
中
央
署
）
を
最
後
に
退
職
。

路
の
峠
五
月
晴
」
と
１
句
。
「
１
０
０
歳

に
な
っ
た
が
ま
だ
ま
だ
人
生
の
峠
を
迎

え
た
ば
か
り
、
こ
の
先
に
は
尾
根
が
続

い
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
人
生
を
楽
し
み

た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

趣
味
は
、
俳
句
や
日
本
画
、
美
術
工
芸

品
の
収
集
な
ど
幅
広
い
。

　

悪
質
商
法
や
多
重
債
務

な
ど
の
身
近
な
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
に
気
を
つ
け
て
欲

し
い
と
、５
月
10
日
の
「
城

下
か
れ
い
祭
り
」
の
日
、

日
出
町
く
ら
し
の
安
心
相

談
員
４
人
が
、
消
費
者
問

題
の
対
処
法
な
ど
が
書
か

れ
た
チ
ラ
シ
４
種
類
を
祭

り
の
会
場
に
訪
れ
た
人
に

配
り
ま
し
た
。

　

相
談
員
の
１
人
は
「
自

分
は
騙
さ
れ
な
い
か
ら
関

係
な
い
と
思
っ
て
い
る
人

が
多
い
が
、
実
際
に
は
多

く
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

て
い
る
。
気
を
つ
け
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

啓発用チラシを配布
悪質商法・多重債務に気をつけて

ま
だ
ま
だ
人
生
を
楽
し
み
た
い

 

１
０
０
歳
を
祝
い
、
町
長
が
訪
問

チラシを配布する相談員

１００歳を迎えた後藤さん前列中央



　

５
月
11
日
、
大
神
幼
稚
園
の
園
児
38

人
が
、幼
稚
園
の
横
の
遊
休
農
地
30
ア
ー

ル
に
お
よ
そ
８
千
個
の
ひ
ま
わ
り
の
種

を
ま
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、農
業
委
員
会
が
遊
休
農
地
の

解
消
と
花
を
育
て
る
こ
と
で
子
ど
も
た

ち
に
豊
か
な
心
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い

と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

園
児
ら
は
、農
業
委
員
に
指
導
し
て
も

ら
い
な
が
ら
１
粒
ず
つ
丁
寧
に
種
を
ま

き
ま
し
た
。

　

阿
南
り
か
こ
ち
ゃ
ん
が「
ひ
ま
わ
り
の

花
が
い
っ
ぱ
い
に
咲
く
の
が
楽
し
み
」と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

見
ご
ろ
は
６
月
中
旬
か
ら
。

大
神
幼
稚
園
の
園
児
が
種
ま
き

花
が
咲
く
の
が
楽
し
み

　

川
崎
小
学
校
が
、花
を
育
て
る
こ
と
で

優
し
い
心
と
豊
か
な
心
を
育
む「
人
権
の

花
運
動
」実
施
校
に
指
定
さ
れ
、５
月
13

日
、指
定
書
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
で
は
、工
藤
町
長
が「
人
権
と
は
、

思
い
や
り
の
心
を
大
切
に
し
、皆
が
仲
良

く
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。花
を
育
て
る

こ
と
で
優
し
い
心
を
育
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

５
年
生
の
赤
星
来ら
い
き貴
く
ん
が
、「
世
界

中
の
皆
が
仲
良
く
な
る
こ
と
を
願
い
な

が
ら
花
を
育
て
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、全
校
児
童
３
８
１
人
で
マ

人
権
の
花
運
動

世
界
中
の
人
が
仲
良
く
な
っ
て
ほ
し
い

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
花

を
育
て
、老
人
福
祉
施
設
な
ど
に
育
て
た

花
や
手
紙
を
贈
る
ほ
か
、出
来
た
種
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
風
船
に
つ
け
て
飛
ば
す
な

ど
し
ま
す
。

　４月２４日、大木隆
りゅう

さん（団地南）

が、的山荘の維持、保存に役立てて

ほしいと、日出町に寄附をしまし

た。

　大木さんは「的山荘は日出町に残

る貴重な建物であり、これからの町

づくりにも必要なもの。的山荘の維

持、保存に役立ててもらいたい」と

話しました。

　工藤町長が「有効に活用させてい

ただきます」と話しました。

的山荘の保存に対して寄附

貴重な建物を後世へ

種をまく阿南りかこちゃん（写真右）

受賞報告に来庁した藤原会長（写真中）と
二宮和美さん（写真右）

あいさつをする赤星くん

　

読
み
聞
か
せ
の
会「
ブ
ー
フ
ー
ウ
ー
」

（
藤
原
美
保
会
長
）が
20
年
間
と
い
う
長

年
に
わ
た
り
、子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
行
っ
て
き
た
と
し
て
、文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、月
に
２
回
、萬
里
図
書
館
で

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
活
動
し
て

い
る
ほ
か
、町
内
の
公
立
幼
稚
園
に
出
向

い
て
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

藤
原
会
長
が「
子
ど
も
た
ち
は
一
生
懸

命
に
聞
い
て
く
れ
る
。『
お
も
し
ろ
か
っ

た
よ
ー
』の
一
言
が
私
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
な
り
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
の
会
「
ブ
ー
フ
ー
ウ
ー
」
が

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

長
年
の
功
績
を
称
え
て

寄附をする大木さん



初の試み　役場職員が
民間事業所で研修

意識改革が必要

日本 T I 日出工場

研修報告
　

最
も
印
象
に
残
る
点
は
、
工
場
を
あ
げ

て
、
社
員
の
皆
さ
ん
が
非
常
に
気
持
ち
の

よ
い
対
応
で
、
私
た
ち
を
温
か
く
迎
え
入

れ
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
た
こ
と
で
し

た
。

　

工
場
長
は
「
お
客
さ
ま
の
心
を
動
か
す

感
動
工
場
を
目
指
し
て
い
る
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。

　

お
客
さ
ま
を
始
め
、
関
連
事
業
者
の
皆

さ
ん
や
地
域
の
方
等
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

協
力
の
も
と
に
事
業
が
成
り
立
っ
て
い

る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
「
サ
ー
ビ
ス
は

形
で
は
な
く
、
お
客
さ
ま
に
感
動
と
情
熱

を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
精
神

で
接
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

社
員
の
一
人
ひ
と
り
に
そ
の
考
え
が

深
く
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
随
所
に
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

環
境
、
安
全
衛
生(

健
康)

、
地
域
貢
献

等
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組
み
は
、
細
か

く
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
、
徹
底
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
最
終
目
標
で
あ
る
生
産
性

向
上
の
『
成
果
』
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

真
心
の
こ
も
っ
た
気
配
り
と
来
客
者

に
対
す
る
接
し
方
に
、
私
た
ち
は
強
い

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
各
自
が
そ
の
内
容
を
ま
と

め
、
定
例
の
課
長
会
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
数
回
話
し
合
い
を
重
ね
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
結
果
を
提
案
書
と
し

て
一
つ
に
ま
と
め
、
「
日
本
一
の
さ
わ

や
か
な
役
場
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ

に
具
体
的
行
動
や
改
善
策
を
町
に
提
案

サ
ー
ビ
ス
は
形
で
は
な
い

　

感
動
と
情
熱
を
提
供
す
る
こ
と

　

日
出
町
で
は
職
員
の
資
質
を
向
上
さ
せ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
員
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
職
員
６

人
が
日
本
テ
キ
サ
ス
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ
日
出
工
場
に
２
日
間
、
研
修
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
民
間
事
業
所
で
の
職
員
研
修
は
初
め
て
の
試
み
。
日
出
工
場

の
お
客
さ
ま
に
対
す
る
心
構
え
や
経
営
理
念
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

お
客
さ
ま
の
心
を

　
　
　

動
か
す
感
動
工
場

見
習
う
べ
き
は
心
の
こ
も
っ
た
接
し
方

　
　
　
　
　
　
　

改
善
策
を
町
に
提
案

し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
来
庁

さ
れ
る
皆
さ
ん
が
私
た
ち
と
同
様
に
、

さ
わ
や
か
な
気
持
ち
に
な
っ
て
帰
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り

ま
す
。

　

今
、
日
出
町
で
は
町
内
８
個
所
に
町

民
の
提
案
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
の
内
容
を
み

ま
す
と
、
窓
口
の
対
応
の
ま
ず
さ
、
モ

ラ
ル
を
問
う
も
の
が
い
く
つ
か
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に

し
、
業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
や
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
図
る
等
、
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
改
善
、
充
実
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
深
く
考

え
、
的
確
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き

る
職
員
の
育
成
こ
そ
が
重
要
で
あ
る

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

日
出
町
は
こ
の
提
案
を
受
け
、
職
員

の
意
識
改
革
が
必
要
不
可
欠
で
、
固
定

観
念
や
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
変
化
し
続
け
る
行
政
需
要
に

的
確
に
対
応
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
満

足
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
仕
組
み
・
組
織
づ
く
り
を
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

的
確
な
判
断
を
下
せ
る

　
　
　
　

職
員
の
育
成
が
必
要



　

先
月
号
の
「
町
政
だ
よ
り
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
瀧
廉
太
郎
の
日
出
町
で
の
様
子

な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
子
ど
も
の
頃
に
瀧
廉

太
郎
と
よ
く
遊
ん
だ
と
い
う
方
を
祖
母

に
も
つ
小
林
喜
久
子
さ
ん
か
ら
送
ら
れ

た
手
紙
に
書
か
れ
て
い
た
も
の
で
、「
瀧

廉
太
郎
が
作
曲
し
た
『
荒
城
の
月
』
は
、

暘
谷
城
を
思
っ
て
作
曲
し
た
も
の
だ
と

思
う
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

私
も
以
前
か
ら
同
じ
よ
う
に
思
っ
て

お
り
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
瀧
廉
太

郎
記
念
音
楽
会
」
で
皆
様
に
そ
の
こ
と

を
話
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
町
か
ら
、
小
林
さ
ん
に
直

接
会
い
、
も
っ
と
詳
し
い
話
を
聞
い
て

き
て
く
だ
さ
い
と
の
命
を
受
け
、
早
速
、

小
林
さ
ん
の
自
宅
の
あ
る
静
岡
県
ま
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
寄
り
の
駅
に
着
く
と
、
ご
家
族
の

方
が
わ
ざ
わ
ざ
出
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

自
宅
は
、
閑
静
な
住
宅
街
に
あ
り
、

向
か
い
に
は
富
士
山
が
そ
び
え
立
つ
、

と
て
も
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

し
た
。

　

小
林
さ
ん
の
お
宅
で
は
、
地
元
の
新

鮮
な
食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
に
舌
鼓

を
う
ち
な
が
ら
、
小
林
さ
ん
の
苦
労
話

な
ど
に
時
に
は
涙
し
、
時
に
は
大
笑
い

し
、
ご
家
族
の
方
と
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
２
日
間
に
わ
た
り

い
ろ
い
ろ
と
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
で
、
そ
の
話
を
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

瀧
家
と
日
出
町

　

瀧
家
は
代
々
日
出
藩
木
下
家
の
家
老

職
な
ど
の
要
職
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

菩
提
寺
は
日
出
の
龍
泉
寺
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
、
初
代
か
ら
廉
太
郎
の
祖
父

ま
で
の
29
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

荒
城
の
月
は

暘
谷
城
趾
を
思
っ
て
作
曲
し
た
？

　

小
林
さ
ん
は
祖
母
の
ユ
キ
さ
ん
か
ら

次
の
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

① 

祖
母
が
子
ど
も
の
頃
、
廉
太
郎
と
城

内
で
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
て
遊
ん
で
い

た
。

② 

祖
母
が
三
味
線
を
弾
い
て
い
る
と
、

廉
太
郎
が
垣
根
越
し
に
聞
き
に
き
て
い

た
。

③ 

祖
母
が
、
廉
太
郎
は
暘
谷
城
趾
を
思
っ

て
荒
城
の
月
を
作
曲
し
た
と
言
っ
て

い
た
。（
廉
太
郎
か
ら
直
接
聞
い
た
か

は
不
明
）

④ 

日
出
藩
は
３
万
石
だ
っ
た
が
、
当
初

は
10
万
石
の
予
定
で
築
城
し
て
お
り
、

現
在
の
10
号
線
あ
た
り
ま
で
石
垣
を

造
っ
て
い
た
。

　

 

廉
太
郎
が
子
ど
も
の
頃
に
、
こ
の
使

わ
れ
て
い
な
い
石
垣
が
次
々

と
埋
め
ら
れ
て
い
き
、
そ
の

こ
と
を
廉
太
郎
は
「
惜
し
い

こ
と
だ
」
と
嘆
い
て
い
た
。

　

③
に
つ
い
て
、
祖
母
の
ユ
キ

が
廉
太
郎
か
ら
直
接
聞
い
た

こ
と
で
あ
れ
ば
、
私
も
嬉
し

い
か
ぎ
り
で
す
が
、
そ
こ
が

不
明
と
い
う
こ
と
で
少
し
残

念
で
す
。

木
下
ユ
キ
と
廉
太
郎
の

関
係

　

ユ
キ
は
13
代
藩
主
・
木
下

俊と
し
あ
つ敦
の
孫
（
穆ぼ
く
ぞ
う造
）
の
妻
で

あ
り
、
後
に
16
代
藩
主
・
俊と
し
ま
さ愿
の
側
室

に
な
る
ハ
ツ
に
育
て
ら
れ
、
行
儀
や
三

味
線
、
鼓
、
お
茶
、
お
花
な
ど
を
城
内

で
教
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ハ
ツ
は
、
宇
佐
の
商
家
の
家
柄
で
あ
り

ま
し
た
。
当
時
、
商
家
の
家
柄
で
は
殿
様

へ
嫁
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
廉

太
郎
の
母
方
の
実
家
で
あ
る
白
井
家
の
養

女
と
な
っ
て
、
木
下
家
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。

廉
太
郎
と
ユ
キ
は
親
戚
関
係
に
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

来
月
号
で
は
、
廉
太
郎
と
ユ
キ
接
点
に

つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

廉太郎と遊んだという、
　　木下ユキさん 　　　　　　

あ
の
名
曲
は
、

暘
谷
城
を
思
っ
た
も
の

そ 

の 

①

瀧
廉
太
郎
記
念
音
楽
会

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
担
当　

堀　

義
孝

龍泉寺にある瀧家代々の墓



大
分
県
子
ど
も
舞
台
芸
術

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
ひ
じ

　
「
大
分
県
子
ど
も
舞
台
芸
術
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
は
子
ど
も
た
ち
に
生
の
舞

台
を
見
て
も
ら
い
、
豊
か
な
感
性
を
育

ん
で
も
ら
い
た
い
と
県
内
で
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
今
年
も
、「
劇
団
道

化
」
に
よ
る
劇
を
開
催
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

６
月
28
日
（
日
）

　

10
時
45
分
開
場　

11
時
開
演

●
と
こ
ろ　

　

日
出
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

●
演
題　

番
ね
ず
み
の
ヤ
カ
ち
ゃ
ん

●
料
金　

○
４
歳
未
満
は
無
料

○
４
歳
以
上

　
（
１
人
に
つ
き
１
，
０
０
０
円
）

○
親
子
券

　

 （
子
ど
も
１
人
＋
保
護
者
１
人
に
つ

き
１
，
８
０
０
円
）

＊ 

チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
、当
日
会
場
で
も
行

い
ま
す
が
、で
き
る
だ
け
前
売
り
で
購

入
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先　

カ
レ
イ
な
る
日
出
町
母
親

ク
ラ
ブ
ら
ん
ら
ん

　

☎
０
９
０
‐
５
２
９
２
‐
３
８
５
３

　

h
ttp
://w
w
w
.h
iji-ran

ran
.co
m
/



定 期 相 談
●行政相談
・役場新館3階332会議室

・毎月第1火曜日　10時～15時

　上記以外の時間帯は自宅で相談に応じます。

　北野琿彦相談員　☎72－2634

●心配ごと相談
・役場新館3階332会議室

・毎月第2火曜日　10時～15時

・福祉対策課　☎73－3121

●心配ごと相談・行政相談合同相談会
・6月16日火曜日　10時～15時

・日出町役場新館3階332会議室

・総務課　☎73－3150

●日出町ホットライン
　　ボランティア団体による悩みごと、心配ご

と電話相談　☎72－3412

・月～金曜日の19時～21時

●障がい児・者教育相談
・社会福祉法人「樹の実園」杵築市大字相原

　☎0978－62－2111

●障がい児・者介護者支援相談
・社会福祉法人「みのり村」

「みのり学園｣日出町大神☎0977－72－2818

「白萩園｣　　杵築市日野☎0978－62－2276

●障がい児・者生活支援相談
・太陽の家障害者生活支援センター

　☎72－1682（受付時間：7時～21時）

●高齢者総合相談
・日出町地域包括支援センター（健康増進課内）

　☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談
・福祉対策課　☎73－3121

・大分県東部保健所地域福祉室　☎72－2327

●心の健康相談（無料）
・毎月第３水曜日　14時～16時

・東部保健所日出出張サービス会場

　（日出総合庁舎１階）☎ 67－ 2511（要予約）

●交通事故無料相談
・大分自動車保険請求相談センター

・要予約☎097－536－5043（9時～16時）

・弁護士相談日（水曜日：13時～16時）

●無料人権相談所
・大分地方法務局杵築支局

　☎0978－62－2271

・月曜日～金曜日　8時30分～17時15分

●法律相談
・日出町保健福祉センター　相談室

・毎月第４火曜日　13時30分～16時30分

　（祭日の場合は休み）

・要予約　相談料３０分につき5,000円

・大分県弁護士会　☎097－536－1458

今月の１冊

内館牧子の
艶談・縁談・怨談

内館　牧子：著
潮出版社　：刊

　「エン」という切り口で日常生活を見てみようと、
雑誌に掲載したエッセイをまとめた本。
　著者の相撲好きのルーツや、ＯＬ時代の職場での出
来事、人間関係等々。
　「ウンウン」とうなずいたり、「アッハハ」と笑っ
たりしているうちに、スッキリと読み終わる１冊で
す。

６月の休館日
毎週月曜日、第 2・4日曜日・25日（木）

６月の読み聞かせ
【ブー・フー・ウーによる読み聞かせ】

●と　き　6月13日・27日（土曜日）

　　　　　10時30分～11時30分

●ところ　2階（おはなしのへや）

●対　象　幼児から小学校低学年

【FUMFUM（ふむふむ）による読み聞かせ】
●と　き　6月26日　（金曜日）11時～11時30分

●ところ　2階（おはなしのへや）

●対象　0歳から5歳くらいまで

子ども映画会
●と　き　6月6日・20日（土）10時30分～11時

●ところ　2階（おはなしのへや）

●作　品　アニメビデオの上映

６月から開館時間が変わります
●開館時間　9時30分～17時30分



各
種
総
会
に
出
席
し
て
ご
挨
拶

　

４
月
、
５
月
に
な
る
と
地
域
、
職
域
の
各

種
団
体
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
事
業
報
告
や

決
算
報
告
、
そ
し
て
新
た
な
年
度
の
事
業
の

取
り
組
み
や
予
算
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
例
年
ど
お
り
に
農
協
、
漁
協
、
商

工
会
、
ま
た
そ
の
部
会
を
は
じ
め
と
し
て
、

区
長
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
豊
の
船
の
会
、
豊

岡
地
区
婦
人
会
、
食
生
活
改
善
連
絡
協
議

会
、
生
活
改
善
推
進
協
議
会
な
ど
多
く
の
会

合
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

私
も
お
招
き
い
た
だ
い
た
会
合
に
は
で
き

る
だ
け
出
席
を
し
て
、
ご
挨
拶
や
町
政
の
現

況
を
報
告
し
、
今
後
の
日
出
町
発
展
に
一
層

の
支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
懇
親
会
に
も
参
加
し
て
、
懇

談
・
意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
が
、
日
ご
ろ

な
か
な
か
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
町

政
へ
の
ご
意
見
も
多
々
あ
り
、
大
い
に
啓
発

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
声
を
反
映
し
て
一
層
の
町
政
発

展
に
尽
力
し
な
け
れ
ば
と
心
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
総
会
に
出
席
し
て
強
く
感
じ

る
こ
と
は
、
多
く
の
団
体
で
会
員
の
加
齢
、

固
定
化
が
進
む
一
方
で
、
新
会
員
の
獲
得
・

加
入
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
役
員
の
皆
さ

ん
は
今
後
の
組
織
の
維
持
を
危
惧
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

日
出
町
区
長
会
は
こ
れ
ま
で
79
区
の
自
治

区
で
し
た
が
、
５
月
１
日
か
ら
藤
原
の
赤
松

区
、
清
水
区
、
沼
津
区
が
一
つ
の
区
に
な

り
、
77
区
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
も
毎
年
幾
つ
か
づ
つ

少
な
く
な
っ
て
お
り
、
現
在
で
は
60
ク
ラ
ブ

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
日
出
町
の
65
歳
以
上

の
高
齢
化
率
23
・
39
％
、
70
歳
以
上
17
・
25

％
と
年
々
増
高
し
て
い
る
中
で
、
組
織
の
維

持
や
運
営
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
実
態

も
見
え
て
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
役
員
の
皆
さ
ん
が
多
く
の
会
合

へ
の
出
席
で
多
忙
を
極
め
、
役
員
の
な
り
手

が
無
い
と
い
う
声
も
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

豊
岡
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
加
入

年
齢
を
引
き
下
げ
、
若
い
会
員
の
加
入
を
推

進
す
る
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
町
と
し
て
も
組
織
の

維
持
、
強
化
の
推
進
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら

な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。　

１
０
０
歳
の
慶
賀
に
寄
せ
て

　

今
年
の
５
月
初
旬
は
久
方
ぶ
り
の
連
休
が

続
く
な
か
、
５
月
５
日
の
こ
ど
も
の
日
。
大

神
高
尾
の
後
藤
千
代
男
さ
ん
が
１
０
０
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
高
崎
山
を
正

面
に
、
別
府
湾
を
一
望
で
き
る
自
宅
を
訪

ね
、
ご
挨
拶
の
の
ち
慶
賀
状
と
記
念
品
を
贈

り
ま
し
た
。

　

日
出
町
で
の
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
７
人

で
何
れ
も
女
性
で
し
た
が
、
後
藤
さ
ん
で
８

人
目
、
男
性
で
は
日
出
町
一
の
長
寿
で
す
。

　

後
藤
さ
ん
は
明
治
42
年
５
月
５
日
、
豊
後

大
野
市
大
野
町
に
生
ま
れ
る
。
大
分
県
警
に

勤
め
ら
れ
要
職
を
歴
任
、
昭
和
57
年
春
に
は

叙
勲
の
栄
に
輝
い
て
い
ま
す
。

　

後
藤
さ
ん
に
は
以
前
に
一
度
お
会
い
し
て

お
り
、
１
０
０
歳
に
は
お
祝
い
に
お
伺
い
し

ま
す
と
約
束
し
て
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

お
訪
ね
す
る
と
、
「
よ
ち
よ
ち
か
ら
よ
ぼ
よ

ぼ
ま
で
の
そ
こ
こ
こ
」
と
所
感
を
記
し
た
履

歴
書
を
頂
い
た
。

　

そ
こ
に
は
信
条―

誠
・
感
謝
、
心
の
栄
養

―

論
語･

禅･

法
華
経
、
保
健―

断
酒･

自
重

自
愛
、
体
質―

病
弱･

喘
息･4

2

歳
で
危
篤

状
態
、
長
寿
の
秘
訣―

す
べ
て
戴
き
も
の
、

い
ま
の
心
境
、
趣
味
と
余
技
な
ど
13
の
項
目

に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

高
齢
に
も
関
わ
ら
ず
大
変
お
元
気
で
、
毎

月
、
文
芸
春
秋
を
購
読
し
て
熟
読
さ
れ
、
ま

た
趣
味･

余
技
と
し
て
日
本
画
、
南
画
、
水

墨
画
、
書
道
、
茶
道
（
裏
千
家
）
、
柔
剣
道

３
段
、
俳
句
を
挙
げ
て
お
ら
れ
誠
に
多
才
で

す
。

　

部
屋
に
は
88
歳
の
米
寿
時
に
自
作
し
た
経

文
、
仏
画
を
描
い
た
掛
け
軸
が
架
か
り
見
事

な
も
の
。
誕
生
日
に
あ
た
っ
て
の
今
の
心
境

と
し
て
「
な
が
ら
え
て　

百
路
の
峠　

五
月

晴
」
の
一
句
を
詠
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
玄
関
に
は
県
美
展
に
入
賞
し
た
大

作
の
絵
画
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
拝
見

し
な
が
ら
、
素
晴
ら
し
い
人
生
を
歩
ん
で
こ

ら
れ
た
足
跡
に
感
銘
を
受
け
、
後
藤
さ
ん
の

ご
健
康
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
お
暇
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
さ
ん
に
接
し
、
ま
た

訪
問
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
人
生
の
大
先
輩

と
し
て
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
ご
紹
介
を
し
た
次
第
で
す
。

ウ
エ
ル
サ
ン
ピ
ア
の
入
札
参
加
者
無
し

　

町
民
皆
さ
ん
が
親
し
く
利
用
し
て
い
る
ウ

エ
ル
サ
ン
ピ
ア
日
出
は
、
昨
年
10
月
、
独
立

行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理

機
構
か
ら
入
札
が
公
表
さ
れ
、
２
月
13
日
に

入
札
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
不
景
気
で
厳
し
い
経
済
情
勢
を

反
映
し
て
、
入
札
参
加
者
が
無
く
て
流
会
と

な
っ
た
こ
と
は
既
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

そ
し
て
第
２
回
目
の
入
札
は
４
月
２
日
に
締

め
切
ら
れ
、
同
16
日
に
結
果
の
公
表
が
あ
り

ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
入
札
者
が
無
く
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

日
出
町
に
と
っ
て
ウ
エ
ル
サ
ン
ピ
ア
日
出

は
貴
重
な
施
設
で
あ
り
ま
す
の
で
、
入
札
を

担
当
し
て
い
る
整
理
機
構
に
対
し
て
、
引
き

続
き
事
業
の
継
続
を
前
提
に
、
さ
ら
に
低
額

で
の
入
札
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
５
月
ま
で
の
営
業

は
10
月
ま
で
延
長
さ
れ
、
近
く
第
３
回
目
の

入
札
の
公
表
が
行
な
わ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

今
回
で
最
後
の
入
札
会
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
町
と
し
て
固
定
資
産
税
の
減

免
措
置
な
ど
を
含
め
可
能
な
限
り
の
優
遇
措

置
や
支
援
を
申
し
入
れ
、
関
係
者
に
入
札
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ん
の
支
援
、
協
力
を
頂
い
て
今

回
は
是
非
と
も
落
札
を
期
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

町 政
だより

日出町長
工藤　義見

その 31



さざんか児童館
☎７２－８３８３

親子で遊ぼう
　年齢別にわかれて親子でいろ
いろな活動をします。
　６月の活動は、９日～ 11 日、
16 日～ 18 日、23 日～ 25 日で
す。

【ひよこグループ】
●対象　０～１歳
●とき　火曜日
【うさぎグループ】
●対象　２歳
●とき　木曜日
【ぱんだグループ】
●対象　３～５歳
●とき　水曜日

集まれ！ちびっ子（巡回児童館）
　親子でリズム遊びなどをして
遊びましょう。

●とき　6月 26日（金）
　10時 30分～

●ところ　豊岡地区公民館

赤ちゃん広場
●とき　7月 13日（月）
　10時 30分～

●対象　0歳
●費用　200円
＊ 前日までに申し込みが必要で
す。

日出町児童館
☎７２－０３２３

たのしい絵本読み聞かせ
　絵本の読み聞かせ、パネルシア
ター、わらべ歌等、お子さんと一
緒に楽しい時間を過ごしましょ
う。

●とき　6月 17日（水）
　11時 15分～ 11時 45分

●対象　乳幼児

ベビーとママの３Ｂ体操
　お母さんの優しいマッサージ
と微笑が赤ちゃんの生き生きし

た表情をうみ、子育てに自身がも
てます。

●とき　6月 24日（水）
　11時～ 12時

●対象　0歳
●指導者　佐伯香代子先生
＊ バスタオルを持って来てくだ
さい。
＊体操のできる服装。
＊申し込みが必要です。

日出町地域子育て支援センター
☎２８－１２１２

子育て広場
　子育て情報の提供や交換、親子
遊びの紹介や実施、読み聞かせ、
講演会など。

●とき　月～金　9時～ 16時
●対象　乳幼児

子育て相談
　子育てについての相談、栄養相
談、感染症予防や対策。

●とき　月～金　9時～ 16時
●対象　乳幼児

出張子育て広場
　雨の日を楽しく遊ぼう。

●とき　6月 24日（水）
　10時～ 12時

●ところ　町保健福祉センター
●対象　0歳～就学前まで

歯科講習会
　歯科衛生士さんによる歯の健
康についてや歯磨きの実技指導
など。

【1回目】
●とき　6月 5日（金）
　10時～ 12時

●対象　0歳～ 2歳まで
【2回目】
●とき　6月 19日（金）
　10時～ 12時

●対象　0歳～就学前まで

赤ちゃん広場
　赤ちゃんと一緒に楽しい時間

を過ごしましょう。プレママのつ
どいも同時開催します。

●とき　6月 18日（木）　
　10時～ 12時

● 対象　0 歳～、保護者、妊婦さ
ん

子育て支援UPプログラム
「パソコン講座」受講生募集

画像加工応用講座
　JTrim （フリー画像加工ソフ
ト）を使ったことのある方が対
象。

● とき　7月 7 日・14 日・21 日・
28日（火）10時～ 12時

● ところ　ＨＩＴコミュニティー
センター（日出町弓道場隣）

ワード応用講座
　画像に枠をつけたり、コメント
を入れたりして、アルバム風に仕
上げます。

● と き　7 月 2 日・9 日・16 日・
23日（木）10時～ 12時

●ところ　町保健福祉センター

パワーポイント講座
　基礎からゆっくり学びしょう。
簡単に表を作れるようになりま
す。

● とき　7月 3 日・10 日・17 日・
24日（金）10時～ 12時

● ところ　ＨＩＴコミュニティー
センター（日出町弓道場隣）

各講座共通
●講座料　2,800 円
●申込期限　6月 19日（金）
＊  Windows Vista 対応の講座で
はありません。

＊有料託児有

● 申込・問合先　パワーウェーブ
日出　☎ 72－ 5292



今月のお知らせまちの掲示板

放
送
大
学　

10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
平
成
21
年
度
第
２
学

期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
、
幅
広
い
世
代
、
職
業
の

方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

▼
出
願
期
間　

６
月
15
日
〜
８
月
31
日

▼ 

問
合
先　

放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ

ー
☎
０
９
７
‐
５
４
９
‐
６
６
１
２

青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

　

富
士
山
ろ
く
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
全
国

か
ら
集
ま
る
日
本
人
青
少
年
と
外
国
人
青

少
年
が
活
動
を
共
に
し
、
国
際
感
覚
を
身

に
つ
け
、
言
葉
を
超
え
た
交
流
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン

プ
を
行
い
ま
す
。

▼ 

期
間　

７
月
30
日
（
木
）
〜
８
月
３
日

（
月
）

▼ 

と
こ
ろ　

山
梨
県
山
中
湖
村
営
キ
ャ
ン

プ
場

▼
対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

▼
締
切　

７
月
４
日
（
土
）

▼
説
明
会　

全
国
主
要
９
都
市
で
実
施
。

▼ 

資
料
請
求
・
問
合
先　

（
財
）
国
際
青

少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

参
加
者
募
集

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委

託
・
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の

大
戦
で
父
等
を
な
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児

を
対
象
と
し
て
、
旧
戦
域
を
訪
れ
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と

友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

▼ 

費
用
補
助　

10
万
円
（
沖
縄
は
５
万

円
）

＊
申
し
込
み
は
、
大
分
県
遺
族
会
。

▼
問
合
先　

日
本
遺
族
会
事
業
課

　

☎
０
３
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１

「
竹
林
楽
校
」
受
講
生
募
集

　

地
域
の
荒
廃
し
た
竹
林
を
再
生
し
、
有

効
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

▼ 

研
修
予
定
日　

７
月
〜
１
月
の
間
で
８

回
実
施
。

▼
研
修
場
所　

日
出
町
ほ
か

▼
応
募
締
切　

６
月
30
日
（
火
）

▼ 

募
集
人
員　

30
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

▼ 

研
修
内
容　

竹
の
生
態
と
歴
史
、
竹
か

ご
等
の
作
成
、
伐
竹
作
業
な
ど

▼
費
用　

無
料

▼
問
合
先　

大
分
県
東
部
振
興
局

　

☎
０
９
７
８
‐
７
２
‐
１
１
４
１

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

　

人
事
院
で
は
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の

試
験
と
し
て
、
「
平
成
21
年
度
国
家
公
務

員
採
用
Ⅲ
種
試
験
」
を
実
施
し
ま
す
。

皆で歌おう　童謡　唱歌　わらべ歌

大声で元気よく歌いましょう。
音楽に合わせて体を動かせば介護予防にもな
ります。皆さんの参加をお待ちしています。

● とき　　６月２８日（日）10時～１２時
● ところ　老人憩いの家
● 参加費　無料
● 問合先　☎７２－３５７８

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/



まちの掲示板 今月のお知らせ

▼ 
受
験
資
格　

昭
和
63
年
４
月
２
日
〜

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▼ 

受
付
期
間　

６
月
23
日
（
火
）
〜
６
月

30
日
（
火
）

▼
一
次
試
験　

９
月
６
日
（
日
）

▼
問
合
先　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３

無
線
従
事
者
養
成
講
習

▼ 

と
き　

７
月
29
日
（
水
）
9
時
〜
17
時

30
分

▼ 

と
こ
ろ　

大
分
商
工
会
館
５
階
中
ホ
ー

ル
（
大
分
市
長
浜
町
３
‐
15
‐
19
）

▼ 

養
成
課
程
の
種
別　

第
三
級
陸
上
特
殊

無
線
技
士

▼ 

募
集
定
員　

60
人
（
定
員
に
達
し
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

▼
費
用　

２
６
，
５
０
５
円

▼ 

申
込
・
問
合
先　

（
財
）
日
本
無
線
協

会
九
州
支
部

　

☎
０
９
６
‐
３
２
５
‐
１
３
８
４

シ
ニ
ア
の
為
の
携
帯
電
話
講
習
会

　

携
帯
電
話
は
機
能
が
満
載
で
す
。
便
利

だ
け
れ
ど
使
い
こ
な
す
が
大
変
。
も
っ
と

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

と
き　

７
月
11
日
（
土
）
９
時
30
分
〜

12
時
30
分

▼ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
（
日
出
町
仁
王
山
）

▼
対
象　

各
コ
ー
ス
と
も
中
高
年
の
方
。

▼ 

内
容　

携
帯
で
写
真
撮
影
し
た
も
の
を

メ
ー
ル
で
や
り
と
り
。
緊
急
災
害
時
の

活
用
方
法
。
マ
ナ
ー
と
ト
ラ
ブ
ル
対
策
。

▼
参
加
費　

５
０
０
円

▼ 

申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ワ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
日
出
☎
72
‐
５
０
１
４

　
p
o
w
er-w

ave@
in
fo
seek.jp

初
心
者
狩
猟
講
習
会

　

狩
猟
免
許
試
験
の
受
講
者
の
予
備
知
識

を
高
め
る
た
め
、
初
心
者
狩
猟
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
種
別
・
日
程
・
と
こ
ろ

○ 

網
猟
・
わ
な
猟　

７
月
18
日
（
土
）　

　

大
分
県
林
業
会
館

○
網
猟
・
わ
な
猟　

７
月
25
日
（
土
）　

　

パ
ト
リ
ア
日
田

○ 

網
猟
・
わ
な
猟　

７
月
26
日（
日
）豊
後

大
野
市
三
重
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○ 

第
１
種
・
第
２
種
銃
猟　

７
月
19
日

（
日
）
・
20
日
（
月
）　

大
分
県
林
業

会
館

▼ 

講
習
内
容　

法
令
・
狩
猟
鳥
獣
の
判
別
、

猟
具
の
取
扱
い
、
実
技

▼ 

受
付
期
間　

７
月
１
日
（
水
）
〜
７
月

10
日
（
金
）

▼
問
合
先　

速
見
郡
猟
友
会
事
務
局

　

☎
72
‐
２
２
０
８

入
国
・
在
留
・
国
籍
手
続
き
無
料
相
談
会

▼
と
き　

７
月
５
日
（
日
）
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

▼
問
合
先　

オ
フ
ィ
ス
ホ
ン
ダ

　

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
５
４
３
２

サマージャンボ宝くじの賞金は、
1等・前後賞合わせて3億円

　昨年のサマージャンボ宝くじの時効（平成２１
年８月１７日）が迫っています。お忘れなく！

●問合先　（財）大分県市町村振興協会
　　　　　　☎０９７－５３７－５６０２

１　　等　２億円は３９本

前後賞各　５千万円

２　　等　１億円は３９本

整形外科・脳神経外科・外科
内科（消化器、呼吸器、循環器、血液）
リハビリテーション科・リウマチ科



今月のお知らせまちの掲示板

障
が
い
者
１
１
０
番

　

「
障
が
い
者
１
１
０
番
」
は
、
障
が
い

の
あ
る
方
が
、
家
族
や
親
族
と
の
ト
ラ
ブ

ル
、
第
三
者
か
ら
人
権
や
財
産
に
関
わ
る

問
題
な
ど
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
と
き
に
、

電
話
な
ど
に
よ
り
相
談
を
お
受
け
す
る
相

談
窓
口
で
す
。

▼
相
談
時
間　

月
〜
金
９
時
30
分
〜
17
時

▼ 

問
合
先　

大
分
県
障
害
者
社
会
参
加
推

進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
‐
５
５
８
‐
７
０
０
５

行
政
書
士
会
に
よ
る
無
料
相
談
会
①

　

遺
言
、
交
通
事
故
自
賠
責
保
険
金
請
求
、

法
人
設
立
、
成
年
後
見
相
談
な
ど
の
相
談

を
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
17
日
（
水
）
13
時
〜
16
時

▼ 

と
こ
ろ　

大
分
県
行
政
書
士
会
（
大
分

市
城
崎
町
１
‐
２
‐
３
）

▼
問
合
先　

大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

行
政
書
士
会
に
よ
る
無
料
相
談
会
②

　

相
続
関
係
、
示
談
書
な
ど
の
作
成
、
農

地
転
用
許
可
な
ど
の
相
談
を
無
料
で
受
け

付
け
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
14
日
（
日
）
13
時
〜
16
時

▼ 

と
こ
ろ　

別
府
市
社
会
福
祉
会
館
中
会

議
室
（
別
府
市
上
田
の
湯
町
）

▼ 

問
合
先　

大
分
県
行
政
書
士
会
別
府
支

部
☎
０
５
０
‐
３
４
４
４
‐
５
６
７
５

ご
存
知
で
す
か
？
行
政
相
談
員

　

行
政
相
談
と
は
、
役
場
に
対
し
て
の
苦

情
や
要
望
を
受
け
付
け
て
、
行
政
と
相
談

者
の
間
に
立
っ
て
解
決
し
て
い
く
と
い
う

も
の
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
行
政
相
談
員　

北
野
琿
彦
氏

▼ 
相
談
場
所
・
と
き　

役
場
３
階
３
３
２

会
議
室　

10
時
〜
15
時

▼
問
合
先　

総
務
課
総
務
人
事
係

　

☎
73
‐
３
１
５
０

子
ど
も
人
権
１
１
０
番

　

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
や
体
罰
、
子
ど

も
に
関
す
る
人
権
問
題
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

▼ 

と
き　

６
月
28
日（
日
）
〜
７
月
４
日

　

 

（
土
）
平
日
は
８
時
30
分
〜
19
時　

土
日
は
10
時
〜
17
時

▼ 

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、法
務
局
職

員
▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

　

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

＊ 

大
分
地
方
法
務
局
で
は
、
平
日
８
時
30

分
〜
17
時
15
分
ま
で
常
時
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先　

大
分
地
方
法
務
局

　

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
１
６
１

休
日
エ
イ
ズ
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
数
は
、

レジ袋の無料配布の中止

　レジ袋を削減して、ごみ減量や地球温暖化防止に寄与す

るために、６月１日から、次の各店舗でレジ袋の無料配布

が中止されます。

　取り組みの趣旨をご理解いただき、マイバッグを持参し

て買い物にいきましょう。

●町内のレジ袋無料配布中止協力店
　マルショク全店　エスパ日出　新鮮市場

●問合先　生活環境課　☎７３－３１２８

消化器科・肛門科・外科・内科・泌尿器科・人工透析

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

速見郡日出町藤原1691番地1

TEL㈹  0977-73-2151

併 設 施 設

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人



まちの掲示板 今月のお知らせ

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
は
、
血
液
検
査
で
簡
単

に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

検
査
は
、
匿
名
・
無
料
で
行
い
、
採
血

後
30
分
ほ
ど
で
結
果
が
で
ま
す
。

　

予
約
制
で
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

６
月
７
日
（
日
）
9
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

東
部
保
健
所

▼
申
込
・
問
合
先　

東
部
保
健
所

　

☎
67
‐
７
０
４
０

未
来
に
残
そ
う
青
い
海

６
月
は
、
海
洋
環
境
保
全
推
進
月
間

　

海
の
環
境
を
守
る
た
め
、
廃
棄
物
の
不

法
投
棄
、
野
焼
き
の
防
止
、
廃
船
の
適
正

処
理
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

大
分
海
上
保
安
部

　

☎
０
９
７
‐
５
２
１
‐
０
１
１
４

年
金
の
支
払
通
知
書
を
送
り
ま
す

　

支
払
通
知
書
は
、
年
１
回
毎
年
６
月
に
、

翌
年
４
月
ま
で
の
各
支
払
い
予
定
日
の
支

払
額
を
記
載
し
て
送
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
年
金
額
の
改
定
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
改
定
通
知
書
は
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
支
払
通
知
書
は
原
則
と
し
て
年

１
回
し
か
送
り
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

別
府
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
22
‐
５
１
１
１

大
分
県
立
日
出
養
護
学
校　

学
校
公
開

　

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

日
出
養
護
学
校
で
は
、
次
の
日
程
で
学
校

公
開
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
26
日
（
金
）

▼
内
容　

○
受
付　

８
時
45
分
〜
９
時

○
開
会
行
事　

９
時
〜
９
時
35
分

○
公
開
授
業
①　

　

９
時
40
分
〜
10
時
25
分

○
公
開
授
業
②　

　

10
時
30
分
〜
11
時
15
分

○
閉
会
行
事　

　

11
時
15
分
〜
11
時
25
分

○
教
育
相
談　

（
希
望
者
）
13
時
〜

▼
問
合
先　

大
分
県
立
日
出
養
護
学
校

　

☎
72
‐
２
３
０
５

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
案
内

　

当
日
は
、
実
際
に
授
業
で
行
う
実
習
等

を
再
現
し
、
学
生
自
ら
が
案
内
・
説
明
を

行
い
ま
す
。

　

機
会
シ
ス
テ
ム
系
・
電
子
シ
ス
テ
ム
系
。

建
築
シ
ス
テ
ム
系
の
３
系
７
コ
ー
ス
制
の

説
明
や
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼ 

と
き　

７
月
18
日（
土
）
13
時
〜
16

　

時
・
８
月
30
日（
日
）・
９
月
20
日（
日
）

▼
と
こ
ろ　

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

▼
問
合
先　

大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

　

☎
０
９
７
９
‐
２
３
‐
５
５
０
０

求
人
情
報

【
正
社
員
】

●
薬
剤
師
５
人
●
介
護
職
３
人
●
栄
養
士

１
人
●
給
食
の
調
理
１
人
●
歯
科
衛
生
士

又
は
助
手
１
人
●
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

１
人
●
放
射
線
技
師
１
人
●
成
形
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
１
人
●
無
線
通
信
エ
ン
ジ
ニ
ア
１

人
●
清
掃
及
び
管
理
人
１
人
●
営
業
３
人

●
ル
ー
ト
配
送
１
人

【
パ
ー
ト
】

●
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
衣
料
販
売
ス
タ
ッ
フ
２

人
●
介
護
職
８
人
●
ナ
イ
ト
フ
ロ
ン
ト
係

３
人
●
パ
ン
ト
リ
ー
（
洗
い
場
）
２
人
●

レ
ス
ト
ラ
ン
ホ
ー
ル
係
８
人
●
事
務
・
集

金
他
１
人
●
検
査
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
１
人
●

看
護
師
１
人
●
製
造
作
業
員
２
人

▼ 

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府
☎
23

　

‐
８
６
０
９　

日
出
町
商
工
観
光
課
☎

　

73
‐
３
１
５
８

夏の夜の大作戦　
キャンドルナイト

　ごみゼロおおいた作戦の一環として、６月２

１日の夏至の日と７月７日のクールアースデ

イに、２０時～２２時までの２時間、省エネル

ギーにご協力ください。コンセントを抜くなど

簡単な方法で自由に取り組んでください。

●問合先　大分県地球環境対策課
　☎０９７‐５０６‐３０２４



 　平成１８年、大分県のタチ

ウオ漁獲量は日本一となっ

た。年間３千トン程で、近年

は、和歌山、愛媛と激しい首位

争いでしのぎを削っている。

　県内では、豊後灘（国東半島東部）から臼杵・佐賀関が主産

地だが、日出町も平成１８年漁獲量は３０トン、生産金額１，

９００万円と、魚類のなかでは、アジ、イボダイ（あめた）に

次いで多い。

　体形はベルト状に細長く、扁平。尻尾は糸状で、色は銀色。

歯は鋭くて大きい。上下のあごの先端には奥に向かって返しの

付いた犬歯があり、ちょっと触れただけでもカミソリで切った

ように血が吹き出す。

　産卵期は、海水温が１８～２０℃に上昇する６～８月ごろ。

成長が早く、６月に生まれたものは、８月下旬には体長３０～

４０cm、体重１５ｇになる。そして３歳で1ｍ、体重４００ｇ

に育つ。鋭い歯を持つわりに硬いものは食べず、もっぱらイカ

やイワシ、サバなど柔らかいものを好む。泳ぎが上手くないた

め、逃げる餌を確実に捕らえるために鋭い歯がついているのだ

ろう。

　釣りは夜に浮上する習性を利用して、夕方、活きアジかサバ

を餌にする。釣りで風情があるのは波止の夜釣り。サビキ仕掛

けで小アジを釣って、それを背掛けにして浮きで流す。どう猛

だが一気に喰わない。浮きが水中に潜って１０ほど数えて合わ

すのがコツ。ただ釣り糸を切られるので針の軸を長くするか、

針に近い部分を針金にする。釣り専門店で「太刀魚仕掛け」を

売っている。

　梅雨明けの頃が釣りの本命。

　味は、1年中それほど変わらないが、産卵期の夏に卵巣が熟し

脂がのり美味となる。身が柔らかく淡白な白身魚で、三枚にお

ろして、刺身、酢の物にする。焼き物、から揚げ、フライ、ム

ニエルなどどんな料理にも向く。

　スーパーなどでは切り身パックで売っているが、やはり朝市

などでまるごと仕入れたものを調理したい。ビラミンＡ、Ｂ1、

Ｂ2が多い。太刀寿司にすると梅雨の食欲不振も吹っ飛ぶこと請

け合いだ。

暘谷の恵み“おさかな談義”
その７　タチウオの話

寿司
塩焼き
酢のもの
ごぼう巻き
刺身
背骨のから揚げ
あらの吸い物

６月７日(日) 吉岡内科医院 73－2787

　　14日(日) 鈴 木 病 院 73－2131

　　21日(日) サンライズ酒井病院 72－2266

　　28日(日) 河 野 医 院 72－2302

７月５日(日) 真 那 井 診 療 所 72－5270

　　12日(日) 酒 井 医 院 72－2624

　　19日(日) 日出児玉病院 72－2724

　　20日(月) 矢野小児科医院 72－1011

　　26日(日) 鈴 木 病 院 73－2131

※診療時間　９：００～１７：００

※発行後に変更の場合があります。

　各医療機関や日出町健康増進課　

　73－3130にご確認ください。

６月の納税等　　納期限6月30日（火）
　町県民税　　　　　　　　　　　１期

　国民健康保険税　　　　　　　　１期

　介護保険料　　　　　　　　　　１期

　上下水道料　　　　　　　　　６月分

６月の主な行事

５日（金)

１４日(日)

日出町戦没者追悼式

　中央公民館

帆足萬里忌辰祭

　・帆足萬里墓前　10時～

町内一斉清掃　カントリー作戦

日
出
町
の
人
の
う
ご
き （　）内は前月比

      　内は今年４月１日比

人　 口 28,533 （＋ 1） ＋ 　1
　　　 男 13,686 （ー 6） ー 　6
　　　 女 14,847 （＋ 　7） ＋ 　7

世帯数 11,268 （＋ 16） ＋ 16
南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（ー 4）
（ー 5）
（＋ 4）
（＋ 6）
（＋ 5）
（ー 5）

316
7,169
5,826
3,834
5,848
5,540

平成21年5月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口
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